
ふくしまデジタル
推進協議会

日時：令和４年１１月３０日（水）１６時～

場所：エルティ ウエディング・パーティ エンポリアム

１階スクエア南
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ふくしまデジタル推進協議会名簿（出席者２１名※代理出席含む）

分野 No. 所属・役職 氏名 備考（代理等）

行政 １ 福島市長 木幡 浩

経済
２ 福島商工会議所 会頭 渡邊 博美 代理：勝瀬 晴宣

３ 福島市商店街連合会 会長 小河 日出男

地域 ４ 福島市自治振興協議会連合会 会長 吾妻 雄二

学術(まちづくり） ５ 福島大学 地域未来デザインセンター長 鈴木 典夫 代理：岩井 秀樹

学術
(地域連携）

６ 福島学院大学 調整中 欠席

７ 桜の聖母短期大学 地域連携センター長 岩本 正寛 欠席

医療・福祉

８ 福島市医師会 会長 岡野 誠 欠席

９ 福島県立医科大学附属病院 医療情報部 部長 井髙 貴之

１０ 福島市地域包括支援センター連絡協議会 会長 佐藤 佐知子

農業 １１ ＪＡふくしま未来 代表理事組合長 数又 清市 欠席

教育 １２ 福島市教育委員会 教育長 佐藤 秀美

保育 １３ 福島市私立認可保育施設連合会 会長 山崎 麻弥子 代理：幕田 晋市

幼稚園 １４ 福島市私立幼稚園協会 理事長 細谷 實 代理：齋藤 悟

交通
１５ 福島交通㈱ 代表取締役社長 武藤 泰典 代理：八巻 健

１６ 福島県タクシー協会県北支部 支部長 大村 雅恵

観光 １７ 福島市観光コンベンション協会 会長 渡邉 和裕

高齢者 １８ 福島市シルバー人材センター 理事長 川浪 廣次

女性活躍 １９ 福島カラー印刷㈱ 代表取締役 渡辺 泰子

デジタル

２０ ＮＴＴ東日本 福島支店長 畠山 良平

２１ ㈱福島県中央計算センター 代表取締役社長 河原田 浩喜

２２ ㈱インフォメーション・ネットワーク福島 代表取締役社長 髙橋 信夫

２３ 朝日システム㈱ 代表取締役社長 成茂 彩生

先進的取組
２４ ㈱カトウファーム 専務取締役 加藤 絵美

２５ BlueOcean&Company㈱ 代表取締役会長 奥本 英樹

（敬称略）- 2 -



～ 次 第 ～
１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 議 事

（１）推進協議会の活動経過について

（２）今後の取組等について

①推進項目の推進と会員間マッチングサポート

②分科会の設置

③先導的プロジェクト

④ふくしまデジタルサポートデスク

⑤福島市デジタル人材バンク

（３）福島市デジタル都市宣言（案）及びデジタル推進体系（案）について

（４）その他

４ 閉 会

※閉会後、懇親会会場（１階スクエア北）で福島市デジタル都市宣言の

集合写真を撮影
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日時 会議等名 場所等 内容

７月１１日（月）
１０時より

デジタル推進協議会
（設立総会・第１回）

市役所庁議室 デジタル推進協議会の役割と今後の取組、意見交換等

７月２８日（木）
推進者会議
（第１回）

市役所庁議室
※一部ズーム参加

第１回協議会の振り返り、推進体制の確認、分野毎個別に
取り組む「推進項目」の作成依頼、デジタルサポートデス
クに係る意見交換

９月２７日（火）
推進者会議
（第２回）

コネクト大町
※一部ズーム参加

推進項目の確認（５頁～８頁参照）、先進自治体事前調査
（案）、デジタルサポートデスク（案）及び分科会設置の
検討

１０月２４日（月）
～２５日（火）

先進自治体事前調査①
神戸市

（兵庫県）

先導的プロジェクト開発に向けた先進自治体事前調査
〇調査内容：ＰＨＲを軸とした地域医療のデジタル化
〇調査メンバー：４名
・井高部長（県立医大）、佐藤副支店長（ＮＴＴ）、
事務局２名

１０月２６日（水）
情報発信・共有する
「場」の運用開始

―
ＷＥＢ上に協議会の取組等をオープンに情報発信・共有す
ることができる「マイクロソフトTeams」の運用開始

１０月２８日（金） 先進自治体事前調査②
市原市

（千葉県）

先導的プロジェクト開発に向けた先進自治体事前調査
〇調査内容：子育て支援アプリ母子モ（※本市名称「えが

お」）を活用した子育て支援のデジタル化
〇調査メンバー：５名
・瀧澤副部長（ＦＣＣ）、岡崎主任（ＩＮＦ）、高橋取
締役（朝日システム）、事務局２名

１１月８日（火） 分科会設置 ― 先導的プロジェクト開発分科会の設置、検討開始

１１月２５日（金）
デジタル推進者会議

（第３回）
リモート開催

第２回デジタル推進協議会資料内容の確認
（福島市デジタル都市宣言案等）

（１）推進協議会の活動経過について - 4 -



（参考）分野毎個別に取り組む推進項目

№ 企業・団体名 現状と課題 推進項目等

１ 福島市商工会議所

・当所で決算申告支援をする個人事業者の約7
割が経理を手書きで行っている状況。
・会計ソフトの導入やクラウド化を進める必
要がある。

・会員事業者向けのパソコン教室やインター
ネット活用セミナー等の開催。

２ 福島市商店街連合会

・年配の方のデジタル化への意識改革が必要。
・キャッシュレス化が進んでいない。
・ＳＮＳやＷebサイト等を活用した情報発信
が出来ていない。

・年配の方へのサポート体制の構築。
・キャッシュレス化導入率アップ
・デジタルによる情報発信と情報発信スキル
の向上

３ 福島市自治振興協議会連合会

・町内会会員間の情報格差がある状況での情
報伝達とデジタルとアナログの共存をいかに
進めていくかが課題。

・各町内会及び会員のデジタルへの理解度向
上。
⇒９月下旬より各地区で実施する「高齢者等
スマートフォン利活用支援講座」へ参加

〇１１月１７日現在：３３８人参加／４４回

４ 福島大学

・高齢者の理解をいかに深め、高めていくか
が地域の課題。
・デジタル化を活用して、より付加価値の高
い産業として回していくかが行政課題。

・産業競争力の強化、豊かな地域づくりの観
点からのＤＸ。
・例えば、中小企業の事業開発、起業家育成、
企業の生産性向上、デジタル人材の確保等。

５ 福島学院大学

・書類文化、ハンコ文化を見直し、必要最低
限にする必要がある。
・活発な議論を伴わない会議の是正。

・従来のデジタルリテラシー教育のみならず、
ＤＸの本質を理解している学生の育成と従来
のやり方から変えることのできる学生の育成。

６ 桜の聖母短期大学
・地域に貢献できる人材の育成。 ・大学で学んだ学びがそのまま業務に活かせ

るような人材の育成。

〇９月下旬にデジタル推進者会議の各メンバーより提出いただいた分野毎個別に取り組む「推進項目」の内容等を整理したもの
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№ 企業・団体名 現状と課題 推進項目等

７ 福島市医師会

・コンピューターウイルス、サイバー攻撃等
へのセキュリティ対策が大事。デジタル推進
のためには利便性とともに安全性について対
策をとる必要がある。
・オンライン資格確認の課題とともに個人情
報保護とセキュリティの問題が重要。

・マイナンバーカード取得の広がりに注目し
ながら必要な対策をとっていく。
〇参考
マイナンバーカード普及率（１０月末）
国：５１．１％ 福島市：５０．４％

８
福島県立医科大学
付属病院

・オンライン資格確認とマイナンバーカード
の保険証利用、電子処方箋の普及が課題。

・患者の効率・効果的な受診に資するデジタ
ル化。

９
福島市地域包括支援センター
連絡協議会

・情報共有やコミュニケーションを図る上で、
対面とオンラインをバランスよく使い分ける
必要がある。
・支援者側も高齢者側もまだまだデジタルに
苦手意識がある。

・高齢者がデジタルを活用できるよう各地域
や団体でスマホ教室の開催。

１０
ふくしま未来農業
協同組合

・高齢者の組合員は、デジタル化についてい
けない部分がある。

・高齢者組合員を対象としたスマホ教室など
を幅広く開催。

１１ 福島市教育委員会

・教職員にタブレット端末活用の差が生まれ
ている。

・教職員、各学校に応じた訪問研修の実施。
・授業での教職員のタブレット端末活用のス
キルアップ。
・児童生徒のタブレット端末の日常化。

１２
福島市私立認可保育施設連合
会

・子どもたちにどんな風にデジタル化を教え
ていくかが大事。

・保育現場のＩＣＴ化等は始まったばかり。
各分野の取組を参考としながらデジタル化を
進めていく。

１３ 福島市私立幼稚園協会

・幼稚園協会、幼稚園側として、子どもや保
護者、教員など、どこに焦点をあててデジタ
ル化の取組を進めていくかを考えている状況。

・日本一子育てしやすい市を目指し、乳児・
幼児・児童・生徒・学生に係る組織と連携し
ながら進めていく。

１４ 福島交通㈱福島支社

・人口減少に伴う郊外部の公共交通維持が課
題。

・利便性の高いＩＣカード（NORUCA）、VISA
タッチ、バスロケーションシステムの高齢者
利用の推進。
・デジタル化による業務の効率化推進。
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№ 企業・団体名 現状と課題 推進項目等

１５ 福島県タクシー協会県北支部

・市内のタクシー会社間でデジタル化への対
応の差があるのが課題。

・デジタル化、アプリ配車、キャッシュレス
決済対応、安全性を担保するための機器導入
等に業界全体として努力していく。

１６
福島市観光コンベンション協
会

・市内事業者はデジタル化に抵抗のある方が
多く、情報伝達手段はＦＡＸや電話が多い。

・ＩＴ、女性視点を取り入れた効率的な誘客
方法を進めていくためデジタルマーケティン
グやＳＮＳ等を使った情報発信のスキル提供。

１７ 福島市シルバー人材センター

・会員等のＩＣＴスキルや知識の向上を図る
必要がある。

・情報発信や情報検索のスキルアップやＬＩ
ＮＥを含むメール等の活用方法など会員のＩ
ＣＴスキルの向上。
・ＩＣＴに詳しい会員で構成する「ＩＣＴ
班」の新設とＩＣＴ関連業務の受注。
・センター内部の業務効率化のためのセン
ター職員のスキルアップ。
⇒全国的にも珍しい取組として高い専門性を
目指す会員でつくる職能班に「ＩＣＴ班」
を新設し、９月に活動をスタート。
構成メンバー：６３～７８歳の会員１７人。
１０月２８日にＩＣＴ講座実施。

１８ 福島カラー印刷㈱

・テレワークの推進に取り組んだことで、子
育てや介護等をしながら、収入面で大きく下
がることなく活躍できる働き方の仕組みがで
きている状況。
・テレワーク導入に伴う情報システム等のス
キル習得支援が課題。

・女性だけでなく誰もが活躍できるような働
き方の推進。

１９
ＮＴＴ東日本
福島支店

・地域の活性化や持続的な地域の発展に繋が
るようなデジタル化を推進する必要がある。

・データを共有し、相互利用することでデー
タ自体の付加価値を高めていけるようなデジ
タル化の推進。

２０
㈱福島県
中央計算センター

・６５歳以上の高齢者は他の世代と比較し、
デジタル機器に触れたり、学ぶ機会が少なく、
使いたいけど不安と感じる方も多いことから、
利用することができるような対策が必要。

・高齢者の情報リテラシー向上を図り、デジ
タル化の底上げに繋がる取組のサポート。
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№ 企業・団体名 現状と課題 推進項目等

２１
㈱インフォメーション・ネッ
トワーク福島

・地理的制約や経済的な要因でデジタル利用
ができない方を意識しながらデジタル化をい
かに進めていくかが重要。

・市民へデジタル化の便利さや重要さを広げ
る取組の推進。
・デジタル推進協議会会員の課題解決サポー
ト。

２２ 朝日システム㈱

・ベンダーの働き方や役割も大きく変化し、
得意技と行動力を持ったベンチャーが台頭し
てくる世の中となっている。

・昨年立ち上げたイノベーション部門を中心
に地域のＤＸをサポート。
・クラウドサービスの活用が急速に広がって
いることに危機感を持ってデジタル化を推進
していく。

２３ ㈱カトウファーム

・農業分野は「紙」の手続きが変わらず非常
に多い。

・これまで取り組んできたオンライン販売、
ＨＰ作成、営農支援ツール「アグリノート」、
e‐Taxに加え、ＳＮＳにも力を入れる。

２４ Blue Ocean＆Company ㈱

・人間のよさ、人間のパワーがあってデジタ
ルが圧倒的に良くなる。弊社が取り組んでい
る仕組みはデジタルとアナログの融合。人生
がデジタルによっていかに豊かになるかを実
現することが重要。

・効率化のＤＸと新しい付加価値をつくるＤ
Ｘを両輪で進めることにより、多くの市民が
豊かな地域社会を実感してもらえるような
フィールドをつくる。
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（２）今後の取組等について

（２）－①推進項目の推進と会員間マッチングサポート

Ⅰ 推進項目の推進
・「推進項目」（５～８頁）に沿って、各団体・企業等それぞれがデジタル化を推進。

Ⅱ 会員間マッチングサポート※中小企業や団体向けサポートを「協議会の会員間」で実施するイメージ

（ⅰ）概要
・推進項目に取り組むにあたり、サポートしてほしいことがある協議会会員とノウハウ等
を持つ協議会内デジタル分野企業等をマッチングして、その取組を支援。

・現時点で９会員よりサポート希望あり。
・詳細は「会員間マッチングサポート一覧」参照（次ページ）

（ⅱ）サポートの流れ
・一覧の組み合わせに沿って、ヒアリング等実施⇒サポート案の検討⇒具体的なサポート
実施の流れで進める。

・項目によっては複数企業がサポート。その場合、項目の枠の１番上に記載される企業が
主となって調整を進める。

・デジタル推進協議会設立初年度であることを踏まえ、ヒアリング等の結果、今年度見送
り、次年度対応でも可とする。

（ⅲ）サポートに要する経費
・サポートする側・される側で協議。
・国、県、市の補助金等も積極的に活用。（補助金等については事務局へ相談）
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№ 組織名 サポートしてほしいこと サポート担当のデジタル分野企業等

１ 福島市商店街連合会

①取組みに関わる各個店に対するマンツーマンもし
くは少人数制でのサポート
②キャッシュレス化に関する理解の醸成と導入推進
へのサポート
③SNS運営やWEBサイトを制作することで自店の情報
発信したり情報発信スキルの向上へのサポート

①②③担当

・福島カラー印刷㈱
・ＮＴＴ東日本福島支店
・㈱インフォメーション・ネットワーク福島
・朝日システム㈱

２
福島市自治振興
協議会連合会

①各町内会の環境の違い（世帯数・活動状況等）の
ある中で効率的なデジタル化の進め方
②各町内会及び会員向けの情報リテラシー教育の援
助（デジタルのメリット・デメリット）
③町内会・会員のデジタル環境（アプリ）の違いに
対応したデジタル推進
④福島市による電子町内会WEBサイトの立ち上げの
フォローアップ

①担当：ＮＴＴ東日本福島支店
朝日システム㈱

②担当：㈱福島県中央計算センター
③担当：ＮＴＴ東日本福島支店

朝日システム㈱
④担当：㈱インフォメーション・ネットワーク福島

３
福島市地域包括支援
センター連絡協議会

①スマホ教室などを開催する際の講師の派遣（住民
向け）
②情報管理、セキュリティ等に関するアドバイス
（職員向け）

①担当：福島市
⇒次年度、講師派遣や出前講座等の開催を調整。
②担当：ＮＴＴ東日本福島支店

朝日システム㈱

４
ふくしま未来農業
協同組合

・ふくしまの“農業”の魅力発信へのアドバイス 担当：福島カラー印刷㈱
ＮＴＴ東日本福島支店
㈱インフォメーション・ネットワーク福島
朝日システム㈱

５ 福島市教育委員会

・企業間でオンラインによる研修や企画を行った経
験を基に、学校間での授業研究会をする際の効果的
な環境や通信方法、機材についてのアドバイス。

担当：ＮＴＴ東日本福島支店

６ 福島市私立幼稚園協会

・デジタルで情報を伝えるための手段や方法につい
てのアドバイス。

担当：㈱福島県中央計算センター
㈱インフォメーション・ネットワーク福島

（参考）会員間マッチングサポート一覧 - 10 -



№ 組織名 サポートしてほしいこと サポート担当のデジタル分野企業等

７ 福島交通㈱福島支社

・デジタル化に伴う、国・県の補助事業の共有化。 担当：福島市
⇒１０月２６日に運用開始した「マイクロソフト

Teams」で令和５年度国補助事業等の情報を提供済
み。今後も最新の情報を提供。

８
福島市観光
コンベンション協会

・事業者向けのデジタル化サポート（メールやＬＩ
ＮＥ等の情報伝達手段の推進、SNS等の自社情報発
信）

担当：福島カラー印刷㈱
ＮＴＴ東日本福島支店
㈱インフォメーション・ネットワーク福島
朝日システム㈱

９
福島市シルバー
人材センター

①センター運営事務の効率化に向けたアドバイス
②シルバー人材センター会員を対象としたＩＣＴ講
習会への講師派遣等

①担当：㈱福島県中央計算センター
②担当：福島市
⇒今年度市で実施する「高齢者等スマートフォン利
活用支援講座」を一部組み換え、シルバー人材セ
ンターを会場に４回（１１月１０・１４・１６・
１７日）スマホ利活用講座を実施。
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◆ふくしまデジタル推進協議会
〇市、団体、企業、大学等１６分野の代表者等２５名で構成
〇会長：福島市長 副会長：福島商工会議所会頭 渡邊博美
・コロナ後を見据え、専門的な知見等を活かし全体を俯瞰した大所高所の幅広い視点で、デジタル化の方向性等について
議論し、地域全体のデジタル化を推進。

◆デジタル推進者会議
〇推進協議会の「実行組織」
〇推進協議会を構成する団体、企業等から選出された「デジタル推進者」で２３名で構成
〇座長：福島市情報政策監兼デジタル改革室長
・会員間での情報発信・共有等を通じて地域全体・分野毎個別のデジタル化を推進。
・先導的なプロジェクトの検討・推進。

先導的プロジェクト開発
分科会(R4.11.8設置)
〇メンバー
井高（医大）、勝瀬（商工会
議所）、幕田（認可保育施設
連合会）、齋藤（私立幼稚園
協会）、奥田（市商連）、岸
波（自治振）佐藤（ＮＴＴ）、
瀧澤（ＦＣＣ）、岡崎（ＩＮ
Ｆ）、高橋（朝日システム）
及び事務局

（今後）
例えば、
デジタル人材育成
分科会

（今後）
例えば、
デジタルリテラ
シー向上分科会

（学生、管理職、経営
者等へのＤＸ教育機
会の提供等含む）

①第１弾として「先導的プロ
ジェクト開発分科会」設置。

②この他にも今後、推進者会議
メンバーからの意見等を踏ま
え、テーマに応じた少人数の
分科会を立ち上げ、具体的な
取組内容を検討し、推進者会
議、推進協議会に諮りながら
デジタル化を推進。

③分科会の事務は、推進者会議
会員で分担。

◆分科会

（２）－②分科会の設置 - 12 -



（２）－③先導的プロジェクト

ふくしまデジタル推進協議会

〇デジタル推進協議会の柱のひとつとして、国交付金（下記の図）を活用して市民の暮らしの利便性向上
や地域の課題解決・魅力向上を図る本市独自の先導的なプロジェクトを開発し、推進する。
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国交付金名
（タイプ）

取組
スケジュール

R4年
10月

R5年
1月 4月 7月 10月

R6年
1月

デジタル田園
都市国家構想
交付金
（デジタル
実装タイプ
TYPE2/3）

先導的プロジェクト
開発・推進

分科会活動

データ連携
基盤検討

予算化

事業
詳細化

R6年度
事業
(予定)

視察

分野別
詳細検討

※自走化に向けた検討を進める
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（２）－④デジタルサポートデスク

対象者 高齢者等デジタル活用に不慣れな方

相談内容

デジタルに関することならどんなことでもＯＫ
（例）①スマホやタブレットの基本操作

②ＬＩＮＥなどアプリの使い方 等
※スマートフォン利活用支援講座を受講された方のフォローアップも兼ねる。

開設場所（２カ所）
①市役所１階正面入り口左手
②アオウゼ（ＭＡＸふくしま４階）事務所隣の中央通路

開設時期・開設曜日
令和４年１２月１４日（水）より開設 ※１２月１日より予約申込開始
①市役所１階：毎週水曜日
②アオウゼ：毎週金曜日

概要

受付スタッフ：１名常駐
定員：１日５名
時間：①９：００～９：３０ ②９：３５～１０：０５ ③１０：１０～１０：４０

④１０：４５～１１：１５ ⑤１１：２０～１１：５０
※予約優先制（予約は、市ＬＩＮＥ予約システムもしくは業務委託先へ電話）

業務委託先 業務委託先：福島県中央計算センター ※ふくしまデジタル推進協議会内デジタル分野企業
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【参考】ふくしまデジタルサポートデスクのイメージ
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（２）－⑤福島市デジタル人材バンク
- 17 -



デジタル人材の年代、居住地、免許資格、自己PR、支援活動分野等を記載した一覧
表を作成し、ホームページ等を通じて支援を希望する中小企業や団体に提示します。
電話番号、メールアドレスなどの個人情報はマッチング以降に提示します。

【参考】福島市デジタル人材バンク登録者一覧表（イメージ）
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デジタルで便利で豊かな新ステージへ
～福島市デジタル都市宣言(案)～

デジタル化は、コロナ禍を機に、新しい生活様式として急速に進展し、変革・成長

の原動力としてその加速が強く求められています。

デジタルの活用は、一人ひとりのニーズにあった多様な選択を可能にするとともに、

人手不足の解消、商品・サービスの開発・高度化、経営・財政の効率化に寄与します。

福島市は、市民共創で、高齢者にもやさしいデジタル化を推進し、市民生活と地域

活動の全体にわたってデジタル化を浸透させていきます。そして、人とデジタルの融

合のもとで、市民生活をより便利で快適に向上させるとともに、産業振興など地域の

活性化を図り、持続的に発展する都市を形成していきます。

福島市は、次の３つの戦略に基づき、「デジタルで便利で豊かな新ステージ」を目

指すことをここに宣言します。

【デジタル都市に向けた３つの戦略】

１ デジタルを活用した市民サービスの向上と行政の高度化・効率化

２ デジタルを活用した市民生活を豊かにするまちづくりと産業振興

３ 市民共創で高齢者にもやさしいデジタル化

ふくしまデジタル推進協議会 会長

令和４年１１月３０日
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(2) マイナンバーカードの普及促進と利活用

(1) デジタルファーストのサービス向上

目指す姿 ３つの戦略 推進施策（１４）

【新】福島市デジタル推進体系（案） R4.11.30現在

１

デジタルを活用した

市民サービスの向上

と行政の高度化・

効率化

３

市民共創で高齢者にも

やさしいデジタル化

２

デジタルを活用した

市民生活を豊かに

するまちづくりと

産業振興

具体的取組（４４）

①自治体オンライン手続きの推進

②おくやみ窓口の設置

(3) デジタル活用によるコミュニケーションの強化

(4) 行政の高度化・効率化

(5) 情報セキュリティの確保

(6) 新たなコミュニティと共生社会の形成

(7) 医療のデジタル化と健康づくり

(8) 子育て支援、教育のデジタル化

(9) デジタルを活用した賑わいの創出

(10) デジタルを活用した農業や商業の振興

(11) デジタル関連事業者の集積とこれを活かした産業

活動の活性化

(12) 市民総ぐるみのデジタル化

(13) デジタル人材の育成・確保

(14) 市民相互のサポート・学びあい

⑤ＬＩＮＥによる情報発信と通報システムの運用

⑥ＲＰＡ・ＡＩの活用

⑦災害オペレーションシステム、災害予測シミュレーション

⑧議会答弁検討システムの開発・活用

⑨新型コロナ患者情報共有システムの開発・活用

⑪電子町内会の運営

⑫デジタルクラブの形成(各学習センター)【今後検討】

⑬見守り機能の充実（認知症の徘徊探索、日々の見守り）

⑭障がい者手帳システムの活用【現在検討中】

⑮デジタルを活用した小さな交通の整備【今後検討】

⑯自動運転車の導入【今後検討】

⑰マイナンバーカードの健康保険証利用の促進

⑱オンライン診療の普及

⑲デジタルを活用した医療連携、健康づくり

⑳１２誘導心電図伝送システムの救急車への導入

㉑保育所・幼稚園における共通システムの導入

㉒児童生徒一人一台端末活用の推進、家庭のWi-Fi環境整備支援

㉓ビッグデータを活用した教育

㉔電子図書館、図書館ネットワーク

㉕デジタルスタンプラリー（観光・商業振興）

㉖デジタルエンターテインメントの導入【現在検討中】

㉗シェアサイクルの普及拡大

㉘パーク＆ライドへの自動運転の導入【今後検討】

㉙スマート農業

㉚デジタルマッチングによる農業補助者の確保

㉛ｅコマース（ＥＣ）の推進、電子決済の普及促進

㉜地域デジタル通貨の導入【今後検討】

㉝福島市クリエイティブビジネスサロンや創業ゾーン等におけ

るデジタル関連事業者の集積

㉞リモートワーク、ワーケーションの環境整備

㉟デジタルを活用した経営高度化・商品開発【今後検討】

㊱ふくしまデジタル推進協議会の運営

㊲市職員デジタル枠の採用、外部デジタル人材の活用

㊳福島市デジタル人材バンクの設置

㊴シルバー人材センターにおけるＩＣＴ人材の育成と派遣

㊵高齢者等スマートフォン利活用支援講座の実施

㊶ふくしまデジタルサポートデスクの設置

㊷シニアＩＣＴサポーターの育成

㊸デジタルクラブの形成(各学習センター)【今後検討】(再掲)

㊹ジュニアティーチャーの推進【今後検討】

③マイナンバーカード交付率UP大作戦

④自治体マイナポイント事業【現在検討中】

⑩セキュリティ強靭化対策関連機器の更新

〇市民共創で、高齢者に

もやさしいデジタル化を

推進し、市民生活と地域

活動の全体にわたってデ

ジタル化を浸透させてい

きます。

〇人とデジタルの融合の

もとで、市民生活をより

便利で快適に向上させる

とともに、産業振興など

地域の活性化を図り、持

続的に発展する都市を形

成していきます。

デジタルで

便利で豊かな

新ステージ


